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人
の
日
を
前
に
１
月
11

日
、
令
和
８
年
河
津
町

二
十
歳
の
集
い
が
河
津
中
学
校
体

育
館
で
行
わ
れ
ま
し
た
。

　
今
年
度
対
象
と
な
る
67
人
の
う

ち
56
人
が
出
席
し
、
大
人
と
し
て

の
責
任
と
自
覚
を
胸
に
飛
躍
す
る

こ
と
を
誓
い
ま
し
た
。

　
華
や
か
な
振
袖
や
真
新
し
い

ス
ー
ツ
に
身
を
包
ん
だ
参
加
者
た

ち
が
会
場
に
集
ま
る
と
、
大
人
に

な
っ
た
同
級
生
と
の
思
い
出
話
に

花
を
咲
か
せ
た
り
、
互
い
の
晴
れ

着
姿
を
撮
っ
た
り
し
な
が
ら
過
ご

し
ま
し
た
。

　
集
い
で
は
来
賓
か
ら
祝
福
と
激

励
の
言
葉
が
贈
ら
れ
、
大
川
良
樹

町
長
は
、
お
祝
い
の
言
葉
と
と
も

に
「
柔
軟
な
価
値
観
で
挑
戦
を
続

け
、
新
し
い
未
来
を
創
造
し
て
く

だ
さ
い
」
と
、
参
加
者
に
向
け
て

エ
ー
ル
を
送
り
ま
し
た
。
恩
師
か

ら
懐
か
し
い
中
学
生
時
代
の
思
い

出
を
話
さ
れ
る
と
、
笑
い
声
が
こ

ぼ
れ
る
場
面
も
あ
り
ま
し
た
。
　

　
参
加
者
を
代
表
し
て
、
山
崎
一い

っ

瑳さ

さ
ん
＝
長
野
＝
が
大
川
町
長
か

ら
記
念
品
を
受
け
取
り
、
植
田
愛あ

い

子こ

さ
ん
＝
長
野
＝
が
挨
拶
を
述
べ

ま
し
た
。

　
新
た
な
門
出
を
迎
え
た
若
者
た

ち
が
そ
れ
ぞ
れ
の
未
来
へ
の
一
歩

を
踏
み
出
し
ま
し
た
。

大人として飛躍の一歩
成

た
ち
の
二
十
歳
と
い
う
大
き

な
節
目
に
、
お
集
ま
り
い
た

だ
き
誠
に
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま

す
。

　

ま
た
、
今
日
と
い
う
日
を
迎
え
ら

れ
た
の
は
日
々
の
生
活
を
支
え
て
く

だ
さ
っ
た
ご
家
族
の
皆
様
、先
生
方
、

地
域
の
皆
様
、
こ
れ
ま
で
共
に
支
え

合
っ
て
き
た
仲
間
の
存
在
が
あ
っ
た

か
ら
こ
そ
で
す
。
重
ね
て
深
く
感
謝

申
し
上
げ
ま
す
。

　

私
は
現
在
、
大
学
で
ラ
イ
フ
セ
ー

ビ
ン
グ
ク
ラ
ブ
に
所
属
し
て
い
ま

す
。
夏
の
海
水
浴
期
間
は
所
属
し
て

い
る
海
水
浴
場
で
監
視
活
動
を
行
っ

て
い
ま
す
。
昨
年
の
8
月
、
監
視
活

動
中
に
水
難
事
故
が
起
こ
り
、
一
つ

二
十
歳
の
集
い
参
加
者
代
表

植
田 

愛
子
さ
ん 

＝
長
野
＝

ハ
タ
チ
を
迎
え
る

　
　
　
　
喜
び
と
感
謝

ハ
タ
チ
の
こ
と
ば

（
一
部
抜
粋
）

私

令和８年河津町二十歳の集い 1
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記念品を受け取る山崎さん

参加者を代表して挨拶を述べる植田さん

の
命
が
旅
立
ち
ま
し
た
。
ま
だ
中
学

生
で
し
た
。
現
場
を
目
の
当
た
り
に

し
、
当
初
は
様
々
な
感
情
が
混
ざ
り

合
い
、
活
動
に
完
全
に
復
帰
す
る
ま

で
時
間
が
か
か
っ
て
し
ま
い
ま
し
た
。

し
か
し
、
落
ち
着
い
て
考
え
ら
れ
る

今
は
命
の
有
り
が
た
み
を
深
く
実
感

し
て
い
ま
す
。
私
た
ち
が
こ
の
よ
う

に
二
十
歳
を
迎
え
ら
れ
て
い
る
の

は
、
決
し
て
当
た
り
前
の
こ
と
で
は

な
く
、
周
り
の
方
々
の
支
え
が
あ
っ

た
か
ら
こ
そ
だ
と
強
く
感
じ
て
い
ま

す
。
日
々
の
何
気
な
い
生
活
の
中
で

守
ら
れ
て
き
た
命
、
支
え
ら
れ
て
き

た
時
間
の
尊
さ
を
、
こ
れ
か
ら
も
忘

れ
て
は
い
け
な
い
と
思
い
ま
し
た
。

　

こ
れ
か
ら
私
た
ち
は
、
大
人
と
し

て
社
会
の
一
員
と
な
り
、
そ
れ
ぞ
れ

の
道
を
歩
ん
で
い
き
ま
す
。
思
い
通

り
に
い
か
な
い
こ
と
や
、
困
難
に
直

面
す
る
こ
と
も
あ
る
と
思
い
ま
す
。

し
か
し
、
そ
ん
な
時
こ
そ
周
囲
へ
の

感
謝
の
気
持
ち
を
忘
れ
ず
、
自
分
の

行
動
に
責
任
を
持
ち
、
命
を
大
切
に

し
な
が
ら
前
に
進
ん
で
い
き
た
い
で

す
。

　

最
後
に
な
り
ま
す
が
、
こ
れ
ま
で

私
た
ち
を
温
か
く
見
守
り
、
支
え
て

く
だ
さ
っ
た
す
べ
て
の
方
々
へ
、
心

よ
り
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。
こ
れ
か

ら
は
そ
の
感
謝
を
行
動
で
示
し
、
社

会
に
貢
献
で
き
る
大
人
へ
と
成
長
し

て
い
く
こ
と
を
誓
い
、
二
十
歳
の
挨

拶
と
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

1_ みんなでポーズを決めて一枚 2_ 恩師

の言葉に真剣に耳を傾ける 3_ 保護者も見

守る中お祝い 4_ 大人になった姿で集合

5_ 久々の再会に会話がはずむ 6_ 晴れ着

姿で記念写真 7_ スマホで記念撮影 8_ 華

やかな袴姿・スーツ姿でパチリ 9_ 恩師と

共に

2

3

456

7

8

9
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人
々
を
つ
な
ぐ
一
杯
の
お
茶

　
伊
豆
半
島
、
特
に
天
城
山
周
辺

に
自
生
す
る
ア
ジ
サ
イ
科
の
植
物

で
、
葉
に
は
甘
味
成
分
の
フ
ィ
ロ

ゾ
ル
チ
ン
、
イ
ソ
フ
ィ
ロ
ゾ
ル
チ

ン
が
含
ま
れ
て
い
ま
す
。
こ
の
ア

マ
ギ
ア
マ
チ
ャ
の
葉
か
ら
作
ら
れ

る
お
茶
を
「
天
城
甘
茶
」
と
い

い
、
天
然
の
甘
味
を
持
つ
不
思
議

な
味
わ
い
を
楽
し
む
こ
と
が
で
き

ま
す
。

　
ア
マ
ギ
ア
マ
チ
ャ
は
天
城
（
＝

甘
い
木
）
の
語
源
に
な
っ
た
と
も

い
わ
れ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
河
津

町
で
は
、お
釈
迦
様
の
生
誕
祭「
花

ま
つ
り
」
で
天
城
甘
茶
を
仏
像
に

か
け
て
お
祝
い
す
る
文
化
が
現
在

で
も
続
い
て
い
ま
す
。

　
故
・
土
屋
粂
太
郎
氏
＝
見
高
入

谷
＝
が
見
高
入
谷
内
に
自
生
す
る

ア
マ
ギ
ア
マ
チ
ャ
を
発
見
し
、
挿

し
木
で
株
数
を
増
や
し
た
こ
と
か

ら
、
河
津
町
で
の
ア
マ
ギ
ア
マ

チ
ャ
の
栽
培
は
始
ま
り
ま
し
た
。

そ
の
後
、
こ
の
不
思
議
な
甘
さ
を

持
つ
お
茶
に
魅
せ
ら
れ
、
現
在
で

は
谷
津
区
、
沢
田
涅
槃
堂
奉
賛
会

に
よ
り
生
産
が
行
わ
れ
て
い
ま
す
。

　
ア
マ
ギ
ア
マ
チ
ャ
の
更
な
る
利

活
用
を
目
指
し
、
新
た
な
特
産
品

に
育
て
よ
う
と
、
生
産
者
、
団
体
、

町
は
、「
ア
マ
ギ
ア
マ
チ
ャ
推
進

協
議
会
」
を
昨
年
９
月
に
立
ち
上

げ
ま
し
た
。
各
団
体
の
相
互
交
流

や
、
生
産
工
程
の
統
一
な
ど
を
進

め
、
地
域
一
体
と
な
っ
て
ア
マ
ギ

ア
マ
チ
ャ
の
保
護
・
推
進
・
発
展

を
図
っ
て
い
き
ま
す
。

　
本
年
度
の
活
動
と
し
て
、
10
月

23
日
～
26
日
に
開
催
さ
れ
た
「
世

界
お
茶
ま
つ
り
」
に
出
展
し
、
天

城
甘
茶
の
販
売
を
行
い
ま
し
た
。

４
年
に
１
度
開
催
さ
れ
る
こ
の
祭

典
で
は
、
世
界
各
地
か
ら
訪
れ
た

来
場
者
か
ら
、
お
茶
か
ら
感
じ
る

強
い
甘
味
に
驚
き
の
声
が
続
出

し
、
好
評
を
得
ま
し
た
。
ま
た
、

河
津
桜
ま
つ
り
で
天
城
甘
茶
の
Ｐ

Ｒ
の
実
施
を
予
定
し
て
い
ま
す
。

ア
マ
ギ
ア
マ
チ
ャ
と
は

ア
マ
ギ
ア
マ
チ
ャ
推
進
協
議
会

地
域
に
息
づ
く
ア
マ
ギ
ア
マ
チ
ャ
の
栽
培
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天
城
甘
茶
が
で
き
る
ま
で

●収獲・萎凋

８月～９月上旬に葉を収獲し、１～２日

間天日干しして葉をしおれさせます。

●揉捻・蒸らし

手でよくもんだ後、ビニール袋内で蒸ら

します。この工程で、加水分解が起こり、

甘味成分が取り出されます。

●乾燥

天日で完全に乾燥させると完成です。

ひ
と
つ
ひ
と
つ
の
工
程
を
て
い
ね
い
に
作
業
し
ま
す

◀厳しい暑さの中作業に

　励む谷津区の皆さん

取り残しがないよう声を

掛け合う涅槃堂奉賛会員▶　

◀谷津区独自の方法で葉を

　しおれさせる

ビニールハウスの中で

葉をしおれさせる▶

葉の繊維を潰すようによく

揉みこみます。この段階で

甘味成分を感じることがで

きます。

乾燥させると山のようにあった葉

も小さくなってしまいます。この

後、飲みやすいティーパック加工

などが施され人々の手に渡ります。
蒸らし

乾　燥

揉
じゅう

　捻
ねん

萎
い

　凋
ちょう

収　獲

町内でアマギアマチャ生産に励む人々

涅槃堂奉賛会　＝沢田＝
　現在収穫可能なアマギアマチャを約70株管理し、昨
年新たに200株を定植し、生産規模を拡大している。また、
パッケージを新装するなど、精力的に天城甘茶の普及活
動に取り組んでいる。毎年２月15日に開催される涅槃
堂祭りでは、天城甘茶を地域の人々や来場者にふるまっ
ている。

谷津区
　谷津区の役員を中心に、河津平安の仏像展示館の活性
化を目的に土屋粂太郎氏から譲り受けた挿し木苗の栽培
を始め、生産が始まった。品質をさらに高めるために独
自に改良を重ね、作業の効率化も図っている。現在約
120株のアマギアマチャを管理し、生産されたアマギア
マチャは河津平安の仏像展示館で味わうことができる。



62026.2　広報かわづ

ZOOM IN KAWAZU

まちの
出来事

　町内有志団体チームサブロウによる障害物
レース「サブロウ」が１月12日、河津浜海
岸にて開催されました。今年から参加対象を
これまでの高校生から10歳以上に広げ、全
国から35人の選手が参加しました。この大
会は平安末期に河津をおさめた武将河津三郎
にちなんで名づけられ、町や河津三郎を多く
の人に知ってもらおうと企画されています。
急傾斜の壁を駆け上がる「三郎の壁」に苦戦
する挑戦者の姿も見られ、会場には多くの声
援が行き交いました。

サブロウ

障害物を乗り越えろ！

傘を手に交流を深める
河津寄って軽トラ市とテント市

　河津寄って軽トラ市とテント市は12月14日に開催
され、町内外から多くの人々が訪れ、買い物を楽しみ
ました。軽トラ市では29事業者が軽自動車やキッチ
ンカーを並べ、テント市では、各種団体、事業所によ
る広報・啓発運動が行われました。３年ぶりに姉妹都
市白馬村による地場産品販売も行われ、来場者が出店
者と会話を楽しむ姿も見られました。

白馬村の産品を購入しようとテントへ立ち寄る春まで楽しむ寄せ植え講座
かわづ花の会　寄せ植え教室

　かわづ花の会は、12月16日にガーデンデザイナー
の高橋さゆりさんによる寄せ植え教室を河津バガテル
公園で開催しました。会員に加えて、一般の町民も参
加し、51人が講習会を受講しました。クリスマスや
正月を彩る草花の寄せ植えをテーマに、高橋さんは草
花の特徴や、春まで花を楽しむためのポイントを説明
しながら、参加者に直接アドバイスをしました。

高橋先生から直接指導を受ける参加者

1_ 腕の力で前へ進む！
2_ 参加者みんなで記念撮影♪
3_ 勢いよく壁を登りきる参加者3

2

1
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精進期間をみんなで楽しむ

　地域おこし協力隊によるイベント「鳥酒精進 Bar」
は 12月19日に河津桜観光交流館で開店しました。「鳥
精進・酒精進」に合わせて、地域おこし協力隊と元隊
員が、この期間の夜を楽しく過ごしてもらおうと企画
し４回目の開催となりました。地元の食材を使用した
ノンアルコール飲料や、軽食を提供し、家族や友人が
集まるにぎやかな夜となりました。

精進メニューで楽しむ夜
鳥酒精進 Bar

二十歳を祝い５人が点火
浜区　どんど焼き

　浜同志会のどんど焼きが１月11日、河津浜海岸で
行われました。二十歳を祝う伝統行事として、地元住
人により開催されており、今年は二十歳を迎えた浜区
出身の５人が、鏡開きとおんべに点火をしました。参
加した５人は「人々に愛される美容師になりたい」、「救
急救命士になって河津に帰ってきたい」など将来の抱
負を述べました。

おんべに点火する参加者

令和８年河津町消防団出初式
防火・防災の決意を新たに

　
河
津
町
消
防
団
出
初
式
が
１
月

５
日
、
河
津
中
学
校
体
育
館
で
行

わ
れ
ま
し
た
。

　
式
典
で
は
、
１
５
０
人
の
団
員

が
出
席
し
、
功
労
者
な
ど
の
表
彰

が
行
わ
れ
、
続
い
て
大
川
良
樹
町

長
が
「
町
と
し
て
も
消
防
設
備
の

充
実
、
消
防
組
織
の
活
性
化
を
図

り
、
消
防
力
の
強
化
を
推
進
し
て

い
き
た
い
」
と
述
べ
、
消
防
団
員

に
向
け
て
激
励
の
言
葉
を
か
け
ま

し
た
。

　
式
典
後
は
、
団
員
の
家
族
や
、

地
域
住
民
が
見
守
る
中
、
笹
原
公

園
か
ら
荒
倉
橋
ま
で
を
行
進
し
、

河
津
川
沿
い
で
放
水
訓
練
を
行
い

ま
し
た
。

Topics　消防団出初式

▲静岡県消防協会長表彰特別功績章を受ける石井辰治さん

▲河津川沿いでの放水訓練 ▲多くの人に見守られ行進する団員 ▲大川町長による訓示
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さ

わ
やかフレッシ

ュ

371Fresh
　

伊
豆
伊
東
高
校
３
年
生
の
中
村

歩
莉
さ
ん
は
、
芸
術
の
イ
ン
タ
ー

ハ
イ
と
も
い
え
る
「
全
国
高
等
学

校
総
合
文
化
祭
・
か
が
わ
総
文
祭

2
0
2
5
」
で
美
術
・
工
芸
部
門

で
奨
励
賞
と
い
う
名
誉
を
得
ま
し

た
。
受
賞
の
知
ら
せ
を
聞
い
た
と

き
、「
全
国
の
数
多
く
の
作
品
の

中
か
ら
自
分
の
作
品
を
見
つ
け
て

も
ら
え
た
」
と
驚
き
と
喜
び
を
感

じ
た
そ
う
で
す
。
高
校
進
学
と
と

も
に
本
格
的
に
制
作
活
動
を
開
始

し
た
中
村
さ
ん
の
絵
は
自
分
を
モ

デ
ル
に
し
て
描
く
作
品
が
多
く
あ

り
ま
す
。そ
の
こ
と
に
つ
い
て「
作

品
を
制
作
す
る
と
き
に
、
自
分
と

向
き
合
い
自
身
の
気
持
ち
を
表
現

す
る
方
法
と
し
て
一
番
都
合
が
い

い
」
と
話
し
て
く
れ
ま
し
た
。
自

身
と
向
き
合
い
、
思
い
き
っ
た
構

成
や
表
現
を
す
る
中
村
さ
ん
の
作

品
は
、
何
百
枚
と
並
べ
ら
れ
た
絵

の
中
で
も
ひ
と
き
わ
光
を
放
っ
て

い
た
こ
と
で
し
ょ
う
。
４
月
か
ら

は
芸
術
系
の
大
学
に
進
学
し
、
お

も
に
古
典
技
法
を
学
ぶ
そ
う
で

す
。
中
村
さ
ん
は
「
頭
の
中
に
溢

れ
る
た
く
さ
ん
の
ア
イ
デ
ィ
ア
を

表
現
す
る
た
め
に
、
大
学
で
た
く

さ
ん
の
こ
と
を
学
び
、
自
身
の
表

現
の
幅
や
技
法
を
増
や
し
て
い
き

た
い
」
と
抱
負
を
語
り
、
大
学
の

広
い
ア
ト
リ
エ
で
1
0
0
号
の

キ
ャ
ン
バ
ス
に
絵
を
描
く
こ
と
を

心
待
ち
に
し
て
い
ま
し
た
。
こ
れ

か
ら
の
新
生
活
に
期
待
膨
ら
ま
せ

る
中
村
さ
ん
は
キ
ラ
キ
ラ
と
輝
い

て
見
え
ま
し
た
。

【
取
材
】
森
野
ゆ
か
り
さ
ん
（
民
間
広
報
協
力
員
）

地域の風土や文化に触れて
あることを改めて感じています。

現在は地域の方々自らの手で栽培

や利活用文化の再興が進められて

おり、私もその一助となれたらと

思う日々です。

　12月には地域おこし協力隊主

催で「鳥酒精進 Bar」を開催しま

した。鳥酒精進期間中に鳥・酒・

卵不使用のノンアルコール Bar

を楽しむもので、2022年に協力

隊の先輩方がスタートして以来、

恒例となっています。地域の風習

を新たな形で楽しむ発想はとても

おもしろく、移住者である我々に

とっても町民の皆さんとつながる

大切な機会となりました。

　今後も地域の風土や歴史を大切

にしながら、自分らしい視点で活

動していきたいです。

域おこし協力隊に着任して、

10カ月が経過しました。ア

ボカドとアマギアマチャの産地化

に向け、栽培管理、調査研究、ブ

ランディングなどに取り組んでい

ます。

　着任したばかりの頃、新町の大

ソテツのそばにアボカドの木があ

ると教えていただきました。その

後、郷土資料を眺めていると、こ

の木が60年以上前に植えられた

歴史ある木であることが分かり、

このアボカドに吸い寄せられて河

津に来たのかなと不思議なご縁を

感じています。

　アマギアマチャについても、天

城（＝甘木）の語源になったと記さ

れた資料などを見せていただき、

古くから大切にされてきた植物で

岡　愛
あ

香
か

梨
り

（26歳）

令和７年４月、河津町地域おこし協力隊に
着任。地域農業活性化に取り組み、アボカ
ド・アマギアマチャの特産化に取り組む。

河津地域おこし協力隊通信

VIVAかわづ！

▲このアボカドを発見した時の衝撃は忘れられません

地

溢れるアイディ
アを形に

中村  歩莉さん
なかむら　あゆり
長野　18歳
伊豆伊東高校

vol.2
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町立文化の家

図書館だより
https://www.town.kawazu.shizuoka.jp/library/

2 図書館カレンダー
February 2026

１ SUN

２ MON 休館日

３ TUE

４ WED 時
と

間
き

のはこぶね

５ THU はらぺこあおむしの会

６ FRI

７ SAT

８ SUN

９ MON 休館日

10 TUE

11 WED 休館日（建国記念の日）

12 THU はらぺこあおむしの会

13 FRI

14 SAT

15 SUN

16 MON 休館日

17 TUE

18 WED 時
と

間
き

のはこぶね

19 THU はらぺこあおむしの会

20 FRI

21 SAT 幼児のおはなし会

22 SUN

23 MON 休館日（天皇誕生日）

24 TUE 休館日（振替休館日）

25 WED 時
と

間
き

のはこぶね

26 THU はらぺこあおむしの会 / ブックスタート13：00 〜

27 FRI

28 SAT 休館日（館内整理）

新着図書案内 ほかにも新着図書があります。
貸出中の場合は予約できます。

書　名（一般書） 著 者 名 出 版 社

セキュリティのなかみ 長沼 良和 / 著
淵上 真一 / 監修 インプレス

ピースフルオコノミヤキ むかい あぐる / 著 みらいパブリッシング

カモシカと進化をめぐる
冒険 高田 隼人 / 著 文一総合出版

ワクワクが最強 恩塚 亨 / 著 ベースボール・マガジン社

降りる人 木野 寿彦 / 著 KADOKAWA

書　名（児童書） 著 者 名 出 版 社

みんなが知りたい !
ヘビのひみつ 橋元 浩一 / 監修 メイツ出版

家や病院でかつやくする
ロボット 「人をたすけるロボット」編集室 / 編 理論社

13歳からの図解で
やさしい貿易 石川 雅啓 / 監修 メイツ出版

キララとピーチの
かわいいの魔法

高杉 六花 / 作
くずもち / 絵 Gakken

きらきらぷくぷく 原 ペコリ / 作 永岡書店

〈開館時間〉　９時〜18時　土・日は17時まで
〈休　館　日〉　月曜・祝日・月末日
問 町立文化の家図書館　☎︎34−1115

◆小学生向け…時
と

間
き

のはこぶね� （毎週水曜15：50〜16：20）
◆乳幼児向け…はらぺこあおむしの会�（毎週木曜10：30〜10：50）
◆幼 児 向 け…幼児のおはなし会�（第３土曜10：00〜10：30）

おはなし会

★図書館日記★ 子育てねっとクリスマスお楽しみ会 12/20
　クリスマスの歌を歌いながら楽

器を鳴らしたり、リースの飾りを

作った後、絵本の読み聞かせやパ

ネルシアターを楽しみました。最

後にサンタさんが登場し、子ども

たちは嬉しそうにプレゼントを受

け取っていました。

★図書館日記★文化の家読書会 松本清張「天城越え」11/29
　鈴木基先生を講師に迎え、「天城

越え」（著 / 松本清張）と「伊豆の

踊子」（著 / 川端康成）を読み比べ

る形で語り合いました。

　「伊豆の踊子と対比したことが面

白かった」「自分自身が作中にいる

ようだった」など、参加者に大好評

でした。

新着DVDが入りました！
　こどもから大人まで楽しめる

DVDがそろいました。

　新着DVDの貸出は一家族１

回につき１本までです。

　貸出中のDVDは、予約がで

きます。どうぞご利用ください。

No.274
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河津町24時間電話健康相談ダイヤル

育児・医療・健康・介護について
専門スタッフが相談に応じます

☎0120−560−655（年中無休）

保健福祉
センター
だより

かわづで子育て

か わ い く
■健康相談および母子健康手帳交付
と　き　２月16日（月）、３月２日（月）

13時30分〜15時30分
ところ　保健福祉センター
持ち物・妊娠届出書（病院で配付された

場合は持参）
・個人番号カード
・通帳など振込先の分かるもの
　（妊婦本人のもの）

■育児相談
と　き　２月13日（金）
　　　　10時〜11時30分
内　容　身体測定、離乳食や子どもの食

事に関する相談、育児相談
持ち物　母子健康手帳

■節分お楽しみ会
と　き　２月１日（日）
　　　　11時〜
※手提げ袋をお持ちください。

■くれよんくらぶ＂わくわくびより＂
と　き　２月８日（日）
　　　　13時30分〜14時30分

■２月生まれお誕生日会
と　き　２月27日（金）
　　　　10時40分〜

問 かわづっこひろば� ☎︎36−3175

かわづっこひろば今月のイベント

今月のテーマ

介護保険制度とは

包括支援センター　☎34−1938

（福祉介護課内）

問 健康増進課　健康係　☎34−1937

介
護
保
険
制
度
に
つ
い
て

　
介
護
保
険
制
度
は「
予
防
」

と
「
安
心
」
で
暮
ら
し
を
支

え
る
制
度
で
す
。
あ
く
ま
で

も
日
常
生
活
を
支
え
る
制
度

に
な
る
た
め
、
本
人
や
家
族

が
希
望
す
る
支
援
を
す
べ
て

受
け
ら
れ
る
制
度
で
は
な
い

の
で
注
意
し
ま
し
ょ
う
。

　
介
護
保
険
サ
ー
ビ
ス
を
利

用
で
き
る
人
を
次
の
２
種
類

に
分
け
て
い
ま
す
。

①
１
号
被
保
険
者
で
65
歳
以

上
の
人

②
２
号
被
保
険
者
で
40
歳
か

ら
64
歳
の
人

　
更
に
、
２
号
被
保
険
者
の

方
で
サ
ー
ビ
ス
の
利
用
を
希

望
す
る
場
合
は
16
の
特
定
疾

病
に
該
当
し
て
い
る
こ
と
が

条
件
に
な
り
ま
す
。

要
介
護
認
定
の
申
請

　
介
護
認
定
申
請
は
サ
ー
ビ

ス
の
利
用
を
希
望
す
る
と
き

に
し
ま
す
。
申
請
書
は
福
祉

介
護
課
窓
口
ま
た
は
役
場

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
ダ
ウ
ン

ロ
ー
ド
で
き
、
記
載
後
、
福

祉
介
護
課
に
来
庁
ま
た
は
郵

送
で
申
請
で
き
ま
す
。

　
そ
の
後
、
認
定
調
査
と
専

門
家
に
よ
る
審
査
会
を
経

て
、「
非
該
当
」「
要
支
援
」「
要

介
護
」
の
認
定
が
決
定
し
ま

す
。

介
護
支
援
専
門
員
に
つ
い
て

　
認
定
結
果
後
、
ご
自
身
で

介
護
支
援
専
門
員
を
選
任
し

ま
す
。
介
護
支
援
専
門
員
は

ケ
ア
プ
ラ
ン
の
作
成
や
介
護

サ
ー
ビ
ス
事
業
所
と
の
連
絡

調
整
等
を
行
う
の
が
役
割
な

の
で
、
日
常
生
活
の
直
接
支

援
は
行
い
ま
せ
ん
。
そ
の
た

め
、
介
護
支
援
専
門
員
に
す

べ
て
お
任
せ
は
で
き
ま
せ
ん

の
で
注
意
し
ま
し
ょ
う
。

高
齢
者
の
相
談
場
所

　
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー

は
、
地
域
の
高
齢
者
の
さ
ま

ざ
ま
な
困
り
ご
と
に
対
応
す

る
相
談
窓
口
で
す
の
で
、
お

気
軽
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

健 康 マ イ レ ー ジ

＼ 応募期間まだ間に合います！ ／
康診査・各種がん検診等の受診の他、自分で決めた目標に取
り組むことにより、ポイントを貯めることができる健康マイ

レージ。40ポイント貯め、提出していただけると１枚目提出時に「ふ
じのくに健康いきいきカード」と「さくらちゃん商品券」を贈呈す
る他、４月に行う抽選会に参加できます。ぜひ、チャレンジシート
を入手し、取り組んでみてください。詳しくは、各戸配布されたリー
フレットや HP をご覧ください。

＜提出期限＞
令和８年３月31日（火）まで（令和７年度分）

※令和７年度からポイントカードの有効期限が

初回ポイント獲得から１年間に変更したため、

年度をまたいで利用できます。上記期限以降に

提出していただいた場合は令和８年度提出分と

して受け付けます。

健
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町政 Pick Up
Kawazu Townあ

対
象
児
童
１
人
に
つ
き
２
万
円
支
給

物
価
高
対
応
子
育
て
応
援
手
当

消
防
ポ
ン
プ
自
動
車
の
更
新

消
防
団
第
1
分
団
ポ
ン
プ
車
引
渡
し
式

　
町
は
、
消
防
団
第
１
分
団
の
消
防
ポ
ン

プ
自
動
車
を
更
新
し
、
12
月
18
日
に
引
渡

し
式
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
式
に
は
団
員
と

見
高
浜
、
長
野
区
、
見
高
入
谷
の
関
係
者

が
出
席
し
、
大
川
良
樹
町
長
か
ら
稲
葉
克

己
団
長
に
レ
プ
リ
カ
キ
ー
が
手
渡
さ
れ
ま

し
た
。
稲
葉
団
長
は
「
最
新
鋭
の
ポ
ン
プ

自
動
車
の
機
能
を
十
分
発
揮
で
き
る
よ
う

に
訓
練
し
、
町
民
の
安
心
安
全
を
守
る
活

動
を
し
て
い
く
」
と
述
べ
、
相
澤
祐
司
分

団
長
に
引
き
渡
し
ま
し
た
。
新
車
は
四
輪

駆
動
で
オ
ー
ト
マ
チ
ッ
ク
仕
様
で
す
。

▲新しくなったポンプ自動車を囲む団員

介
護
を
見
据
え
た
お
金
の
整
え
方

マ
ネ
ー
プ
ラ
ン
と
介
護
対
策
の
ト
ー
ク
イ
ベ
ン
ト

　
町
は
、
12
月
19
日
に
マ
ネ
ー
プ
ラ
ン
と

介
護
対
策
の
ト
ー
ク
イ
ベ
ン
ト
「
介
護
の

壁
と
リ
ス
ク
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
」
を
開
催
し

ま
し
た
。
住
民
や
介
護
関
係
者
が
参
加

し
、
介
護
保
険
制
度
や
介
護
を
見
据
え
た

マ
ネ
ー
プ
ラ
ン
に
つ
い
て
考
え
ま
し
た
。

　
制
度
や
介
護
予
防
の
説
明
の
後
、
講
師

の
フ
ァ
イ
ナ
ン
シ
ャ
ル
プ
ラ
ン
ナ
ー
の
北

上
正
輝
さ
ん
か
ら
、「
介
護
を
見
据
え
た

お
金
の
整
え
方
」
を
テ
ー
マ
に
資
産
運
用

等
に
つ
い
て
講
話
を
聞
き
、
老
後
資
金
の

確
保
を
考
え
る
機
会
と
な
り
ま
し
た
。

▲トークイベントの様子

②
令
和
７
年
10
月
１
日
か
ら
令
和
８
年
３

月
31
日
ま
で
に
出
生
し
た
児
童

【
支
給
額
】
対
象
児
童
１
人
に
つ
き
２
万

円
（
１
回
限
り
）

【
支
給
対
象
者
】
①
の
児
童
手
当
受
給
者
、

ま
た
は
②
の
保
護
者
の
う
ち
生
計
を
維
持

す
る
程
度
が
高
い
者

　
手
続
き
は
原
則
、
申
請
不
要
で
す
。
詳

細
は
、
２
月
下
旬
に
、
支
給
対
象
者
へ
通

知
し
ま
す
。
な
お
、
公
務
員
は
、
各
所
属

庁
か
ら
の
通
知
等
を
ご
確
認
く
だ
さ
い
。

問 

福
祉
介
護
課�

☎
３
６

−

３
２
３
２

　
町
交
通
安
全
協
会
で
は
、
交
通
事
故

防
止
と
交
通
安
全
意
識
の
普
及
を
図
る

た
め
、
さ
ま
ざ
ま
な
活
動
を
行
っ
て
い

ま
す
。
令
和
７
年
度
は
町
内
32
事
業
所

に
協
力
金
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　
受
領
し
た
協
力
金
は
、
交
通
安
全
運

動
、
広
報
活
動
、
表
彰
、
啓
発
物
、
交

通
教
室
な
ど
の
活
動
に
活
用
し
て
い
き

ま
す
。
ご
協
力
い
た
だ
い
た
事
業
所
の

皆
さ
ま
に
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。
あ
り

が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

問 

防
災
課�

☎
３
４

−

１
１
１
２

交
通
事
故
ゼ
ロ
を
目
指
し
て

交
通
安
全
協
会
協
力
事
業
所

　
令
和
７
年
11
月
21
日
に
閣
議
決
定
さ
れ

た
「
強
い
経
済
」
を
実
現
す
る
総
合
経
済

対
策
に
お
い
て
、
０
歳
か
ら
高
校
３
年
生

ま
で
の
こ
ど
も
た
ち
に
１
人
当
た
り
２
万

円
の
「
物
価
高
対
応
子
育
て
応
援
手
当
」

を
支
給
す
る
こ
と
と
さ
れ
ま
し
た
。
町
で

は
、
令
和
８
年
３
月
か
ら
の
支
給
を
予
定

し
て
い
ま
す
。

【
対
象
児
童
】

①
令
和
７
年
９
月
分
の
児
童
手
当
対
象
児
童 

※
令
和
７
年
９
月
に
出
生
し
た
児
童
に
つ
い

て
は
10
月
分

事 業 所 一 覧

東海建設㈱ 黒田事務所 さくら建設㈱

㈲東海モーターサービス
給油部

セブンイレブン
河津駅前店 リバティオート河津店

㈲寺林工務店 ㈱丸山園 黒田自動車

㈱大塩組 ㈱オレンヂセンター ㈲クワハラ

㈲椎本左官 北川漁協谷津漁場 ㈲二千翔

㈱黒田板金工業 ギアオート 河津温泉旅館組合

㈱天城カントリー工房 マックスバリュ
エクスプレス河津店

セブンイレブン
河津下佐ヶ野店

㈱杉山測量設計事務所 河津商事㈲ 丸昇建機販売

天城生コン㈱ ㈲正木石油商会 iZoo

㈱宮崎商会 ㈲野田石油 ㈱河津衛生社

ウエルシア河津店 クリエイト S•D
河津町笹原店 ー

※順不同
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1_ 一斉にスタートを切る参加者
2_ 爽やかな汗をかきながらゴール
3_ みんなで仲良く歩き初め

晴天のもと250人が走り初め！

50
回
元
旦
マ
ラ
ソ
ン
大
会

が
１
月
１
日
、
河
津
中
学

校
グ
ラ
ウ
ン
ド
を
発
着
点
と
す
る

町
内
周
回
コ
ー
ス
で
行
わ
れ
ま
し

た
。

　
当
日
は
天
候
に
も
恵
ま
れ
、
晴

天
の
も
と
２
５
０
人
が
新
年
の
走

り
初
め
を
行
い
ま
し
た
。

　
町
ス
ポ
ー
ツ
推
進
委
員
を
は
じ

め
、
下
田
警
察
署
、
交
通
安
全
協

会
河
津
町
分
会
、
河
津
町
交
通
指

導
員
会
の
サ
ポ
ー
ト
の
も
と
、
無

事
に
大
会
を
開
催
す
る
こ
と
が
で

き
ま
し
た
。

　
大
会
は
、
河
津
中
グ
ラ
ウ
ン
ド

を
ス
タ
ー
ト
し
、
１
・
５
キ
ロ
・

３
キ
ロ
・
５
キ
ロ
コ
ー
ス
に
分
か

れ
、
幼
児
か
ら
大
人
ま
で
幅
広
い

世
代
の
参
加
者
が
ゴ
ー
ル
を
目
指

し
そ
れ
ぞ
れ
の
ペ
ー
ス
で
走
り
初

め
を
楽
し
み
ま
し
た
。

　
参
加
者
は
、
朝
か
ら
元
気
の
良

い
新
年
の
あ
い
さ
つ
を
交
わ
し
な

が
ら
、
家
族
、
友
人
な
ど
と
一
緒

に
楽
し
み
な
が
ら
走
っ
た
り
、
ク

ラ
ブ
チ
ー
ム
の
仲
間
と
一
生
懸
命

走
っ
た
り
し
て
一
年
の
始
ま
り
に

爽
や
か
な
汗
を
流
し
ま
し
た
。

　
元
旦
か
ら
、
た
く
さ
ん
の
人
の

笑
顔
が
あ
ふ
れ
る
す
が
す
が
し
い

新
年
の
ス
タ
ー
ト
と
な
り
ま
し
た
。

第

NEW  YEAR  MARATHON  2026

3 2

1
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第54回下田河津間駅伝競走大会

河津町役場をスタートし、一斉に走り出す選手

54
回
下
田
河
津
間
駅
伝

競
走
大
会
が
１
月
25

日
、
河
津
町
か
ら
下
田
市
に
て

行
わ
れ
、
35
チ
ー
ム
が
参
加
し

ま
し
た
。

　
大
会
は
、町
役
場
前
を
ス
タ
ー

ト
し
、
ゴ
ー
ル
の
下
田
市
ま
で

６
区
間
22
・
１
３
７
キ
ロ
の
コ
ー

ス
で
行
わ
れ
、
総
勢
約
２
１
０

人
の
選
手
が
走
り
抜
け
ま
し
た
。

選
手
ら
は
、
沿
道
の
声
援
を
受

け
な
が
ら
ゴ
ー
ル
ま
で
タ
ス
キ

を
つ
な
ぎ
、
日
頃
の
練
習
の
成

果
を
発
揮
し
ま
し
た
。

結
果
は
次
の
と
お
り
。

■
大
会
結
果（
参
加
チ
ー
ム
数
）

（
河
津
町
関
係
者
チ
ー
ム
の
み
）

▼
中
学
生
男
子
の
部
（
４
）

河
津
中
学
校
　
男
子
　
　
３
位

▼
中
学
生
女
子
の
部
（
２
）

河
津
中
学
校
　
女
子
　
　
２
位

区
間
賞
　
４
区
　
酒
井
　
聖
夜

▼
高
校
男
子
の
部
（
１
）

下
田
高
校
陸
上
競
技
部
　
１
位

区
間
賞
　
１
区
　
加
納
　
春
輝

　
　
　
　
２
区
　
島
田
　
隼
弥

▼
一
般
男
子
の
部
（
26
）

オ
ー
ル
河
津
　
　
　
　
　
1
位

区
間
賞
　
3
区
　
石
原
　
誠
也

　
　
　
　
４
区
　
山
下
　
永
吉

　
　
　
　
５
区
　
村
串
　
弘
親

▼
一
般
・
高
校
女
子
の
部
（
２
）

下
田
高
校
陸
上
競
技
部
　
２
位

　第９回『伊豆の踊子』読書感想文コ

ンクール表彰式が11月９日、町立文

化の家で行われました。

　式では、20点の応募作品の中から

選ばれた受賞者のうち4人を表彰しま

した。また、最優秀賞を受賞した後藤

麻美さんと足川紗彩さんによる感想文

の朗読も行われました。

第９回「伊豆の踊子」
読書感想文コンクール

季
節
を
彩
る
花
を
ア
レ
ン
ジ

　
生
涯
学
習
講
座
さ
く
ら
ア
カ
デ
ミ
ー

「
フ
ラ
ワ
ー
ア
レ
ン
ジ
メ
ン
ト
講
座
」

が
12
月
15
日
、
16
日
、
22
日
、
23
日
に

開
催
さ
れ
、
40
人
が
受
講
し
ま
し
た
。

講
座
で
は
、
フ
ラ
ワ
ー
ア
ー
テ
ィ
ス
ト

と
し
て
活
躍
す
る
後
藤
清
也
さ
ん
を
講

師
に
迎
え
、
ク
リ
ス
マ
ス
や
正
月
の
飾

り
を
作
り
ま
し
た
。
受
講
者
は
季
節
を

彩
る
花
を
思
い
思
い
に
ア
レ
ン
ジ
し
、

素
敵
な
作
品
を
作
り
あ
げ
ま
し
た
。▲講師の指導のもと作業に取組む

第

『伊豆の踊子』映画上映会
　町教育委員会では、湯ケ野観光協会

から受け継いだ『伊豆の踊子』の映画

フィルム４作品を後世へと伝えるた

め、令和４年度から上映会を開催して

います。

　11月９日に開催された上映会には、

町内外から訪れた26人が参加し、会

場は臨場感あふれる台詞や音楽に当時

の情景が蘇り、魅了されました。

タスキをつなぐ河津中学校女子チーム

仲間とたすきをつなぎゴールへ

▲『伊豆の踊子』当時の雰囲気を味わう参加者

▶一般部門

《最優秀賞》

後藤　麻
ま

美
み

さん

《優秀賞》

山内　利
り

恵
え

さん

▶高校生部門

《最優秀賞》

足川　紗
さ

彩
あや

さん（伊豆総合高校）

《優秀賞》

吉岡　涼
りょう

さん（伊豆総合高校）

写真前列右から吉岡さん、足川さん、後藤さん、
山内さん
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相続登記申請義務化
　令和６年４月から、

相続による不動産の

取得を知ってから３

年以内に登記申請を

することが法律で義

務付けられました。

　正当な理由なく申

請しない場合には10 万円以下の過料

が科される可能性があります。身の回

りの不動産を確認し、相続が発生した

ら、速やかに相続登記を行いましょう。

▶制度に関する詳細は「法務省　所有

者不明」で検索

▶個別の事案に対するご相談は、司法

書士会の「相続登記相談センター（☎

0120−13−7832）」にお問合せ

ください。

問 静岡地方法務局　

� ☎054−254−3555　　　　　　　　　　　

　令和８年４月から、住所・名前の変

更の日から２年以内に登記申請するこ

とが法律で義務付けられます。

　正当な理由なく申請しない場合には

５万円以下の過料が科される可能性が

あります。速やかに住所等変更登記を

行いましょう。

▶制度に関する詳細は「法務省　住所

等変更登記」で検索

▶かんたん・無料の手続きをしておけ

ばそのあとは法務局で住所・名前の

変更登記をする「スマート登記」も

ご利用ください。

問 静岡地方法務局　　　　

� ☎054−254−3555

住所等変更登記申請義務化

  お知らせ

　令和７年12月～令和８年１月分児

童手当を振り込みます。

振込日　２月10日（火）

問 福祉介護課� ☎36−3232

児童手当を振込みます

今月の納税

　警察官がSNSで連絡をしたり、警

察手帳や逮捕状の画像を送ることはあ

りません。また、警察官がお金を振り

込むよう、指示することはありません。

　自宅の電話は常に留守番電話に設定

したり、国際電話利用休止の手続きを

しましょう。

　スマホには国際電話・詐欺電話の自

動ブロック機能や危険なサイトへのブ

ロック機能があるアプリ「詐欺バス

ター」を活用しましょう。

問 下田警察署管内防犯協会

� ☎27−2766

詐欺防止対策していますか？

と　き　２月19日（木）

　　　　９時～12時

ところ　下田市総合庁舎別館１階相談室

検　査　肝炎ウイルス検査、Ｃ型肝炎、

　　　　HIV、梅毒

申　込　検査前日16時までに電話予約

その他　検査は無料・相談は随時受付

問 ・予約先

　賀茂保健所地域医療課� ☎24−2052

HIV検査・肝炎検査など

大切な人と財産を守るために
　自筆証書遺言書保管制度に関する説

明会です。

と　き　２月20日（金）10時～11時

ところ　静岡地方法務局下田支局

ウェブ会議システムで中継

し、視聴する形式になります。

その他　事前予約制。お電話で申し込

　　　　みください。

問 静岡地方法務局下田支局

� ☎22−0534

交通事故でお困りの人
　自動車事故の被害にあわれ、示談を

めぐる損害賠償の問題でお困りの方

へ、センターの弁護士が中立・公平な

立場で当事者間の紛争解決のお手伝い

をします。法律の専門家を活用するこ

とにより、早期に紛争解決を図ること

ができます。

　センターでの弁護士費用は、解決す

るまで一切かかりません。まずは、電

話で予約をお願いいたします。

問  （公財）交通事故紛争処理センター

　 静岡相談室�☎054−255−5528

　下田消防本部では応急手当の普及啓

発のため上級救命講習を下田消防署・

西伊豆消防署で開催します。

と　き　西伊豆消防署� ２月15日（日）

　　　　下田消防署� ２月22日（日）

　　　　８時30分～17時30分

申　込　２月１日（日）～２月８日（日）

　　　　17時まで

その他　受講料は無料です。

受講申し込みは受講する人が

直接お申込みください。プロ

グラムは下田消防

本部ホームぺージ

でご確できます。

問 下田消防署� ☎22−1889

 　西伊豆消防署� ☎52−0119

上級救命講習の開催

詳しくはこちら（法務
局ホームぺージをご確
認ください▶

不動産登記推進イメー
ジキャラクター「トウ
キツネ」

相続登記の手続きに関する
ご案内はこちら（法務局
ホームぺージ）▶

固定資産税４期、国民健康保険税８期、介護保険料６期、後期高齢者医療保険料７期
３月２日（月）が納期です。

（固定・国保税）問 町民生活課　☎34−1928、（後期）問 健康増進課　☎34−1937
（介護）問 福祉介護課　☎36−3232
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暮らしの情報 information

（１月１日現在）

人　口 6,209 人 前月比 （−5）

（男） 3,003 人

（女） 3,206 人

世帯数 3,220 世帯 前月比 （＋1）

（12月１日〜31日届出）

  戸籍だより

  ひとの動き

  人口と世帯

身近なこと生活相談へ
と　き　３月４日（水） 10時～15時

ところ　ふれあいホール

問 社会福祉協議会� ☎34−1286

  相　談

※このコーナーに掲載を希望しない場合は、
お申し出ください。

　障害のある人の就職や生活面の相

談、障害のある人たちを雇用する事業

主などの相談に応じます。事前に予約

してください。

と　き　２月17日（火）

　　　　13時30分～15時30分

ところ　保健福祉センター

問 賀茂障害者就業・生活支援センター「わ」 　  

� ☎22−5715

障害者のための就労相談会

　介護に関するお問い合わせ、相談を

受け付けています。

と　き　月曜日～金曜日

　　　　９時～16時　随時受付

ところ　サンシニア河津　相談室

問 サンシニア河津� ☎32− 3203

介護相談

と　き　３月４日（水）10時～15時

ところ　ふれあいホール

問 町民生活課窓口係� ☎34−1932

人権・行政相談

　保育の世界に踏み出したいあなたを

応援するセミナーです。参加費は無料

です。

対　象　保育士、幼稚園教諭として就

　　　　職を希望する人、保育の仕事

　　　　に興味のある人など

と　き　２月21日（土）

　　　　13時30分～15時30分

ところ　CHERRY BEANS CAFE３階

　　　　（静岡市葵区呉服町 2−6−1）

申　込　２月16日（月）までにしずお

か保育士・保育所支援セン

ターホームぺージ「参加申込

フォーム」、電話、FAX にて

お申し込みください。

問 しずおか保育士・保育所支援センター

�☎  054−271−2110

� FAX 054−272−8831

保育士さん就職応援セミナー

介護・法律相談
と　き　２月12日（木） 

　　　　介護相談　10時～12時

　　　　法律相談　13時～15時

ところ　子育て支援センター　

　　　　応接相談室・多目的室

法律相談は事前に予約してください。

問 社会福祉協議会� ☎34−1286

　 三島年金事務所の職員が年金制度

についての質問や年金の請求、各種書

類の提出などを受け付けます。事前に

予約してください。

と　き　３月３日（火） 

　　　　10時30分～12時、13時～15時

ところ　河津町役場（要予約）

問 健康増進課保険年金係

� ☎34−1937

と　き　３月５日（木） 

　　　　11時～12時、13時～16時

ところ　下田市役所（要予約）

問 下田市役所市民保健課

� ☎22−3922

日本年金機構出張相談

▲参加申込フォーム

人KENあゆみちゃんと人KENまもる君
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令
和
７
年
11
月
に
河
津
町
シ
ル
バ
ー

人
材
セ
ン
タ
ー
事
務
局
長
に
就
任
し
た

鈴
木
良
則
さ
ん
を
ご
紹
介
し
ま
す
。
鈴

木
さ
ん
は
町
内
事
業
者
や
個
人
の
お
客

様
か
ら
仕
事
の
依
頼
を
受
け
る
と
会
員

の
配
置
や
現
場
管
理
を
行
う
業
務
を
行

い
な
が
ら
、
理
事
会
や
局
長
会
な
ど
他

市
町
の
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
と
の

調
整
も
行
っ
て
い
ま
す
。

　
現
在
、
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
に

は
１
０
３
人
の
会
員
が
所
属
し
、
特
別

な
技
術
を
持
つ
人
や
、
豊
富
な
人
生
経

験
を
積
ん
だ
人
も
多
く
い
ま
す
。
鈴
木

さ
ん
は
そ
ん
な
会
員
の
皆
さ
ん
が
健
康

で
元
気
に
仕
事
に
取
り
組
め
る
よ
う
な

環
境
を
整
え
た
い
と
い
う
気
持
ち
で

日
々
の
業
務
に
取
り
組
ん
で
い
る
そ
う

で
す
。
着
任
か
ら
3
か
月
ほ
ど
で
す
が

既
に
職
場
に
馴
染
み
、
会
員
の
皆
さ
ん

と
も
良
好
な
関
係
の
も
と
業
務
を
進
め

ら
れ
て
い
ま
す
。仕
事
を
す
る
う
え
で
、

現
場
チ
ェ
ッ
ク
は
欠
か
さ
な
い
と
い
う

現
場
主
義
な
鈴
木
さ
ん
。「
こ
の
仕
事

に
就
い
て
、
今
ま
で
知
ら
な
か
っ
た
場

所
や
行
っ
た
こ
と
の
な
い
場
所
に
足
を

運
ぶ
こ
と
も
あ
る
ん
で
す
」
と
、
笑
顔

で
教
え
て
く
だ
さ
い
ま
し
た
。
発
注
を

受
け
た
場
所
は
地
図
で
確
認
で
き
て

も
、
現
地
で
は
わ
か
り
に
く
い
場
所
に

あ
り
、探
し
回
る
こ
と
も
あ
る
そ
う
で
、

現
場
チ
ェ
ッ
ク
の
重
要
さ
が
伝
わ
っ
て

き
ま
し
た
。
鈴
木
さ
ん
は
今
日
も
シ
ル

バ
ー
世
代
が
元
気
に
活
躍
す
る
場
所
を

提
供
す
る
た
め
に
尽
力
し
ま
す
。

健
康
で
元
気
に
活
躍
す
る
場

姉妹都市 長野県白馬村通信

一般社団法人河津町シルバー人材センター
事務局長

鈴木  良則さん
すずき　よしのり

浜　66歳　

伊豆今井浜東急ホテルで35年勤務した経験
を活かし、町内のシルバー世代の活躍の場で
ある河津町シルバー人材センター事務局長に
就任。趣味はおいしいパン屋を巡ること。

▲業務にあたる鈴木さん

編
集
後
記 白馬出身　花岡選手の活躍

　

初
め
て
甘
茶
を
口
に
し
た
と
き

に
、
あ
の
不
思
議
な
甘
み
に
驚
き

を
隠
せ
ま
せ
ん
で
し
た
。
イ
ベ
ン

ト
な
ど
で
甘
茶
を
飲
ん
だ
人
々
も

も
れ
な
く
驚
き
の
表
情
で
、
こ
ん

な
に
お
も
し
ろ
い
も
の
が
河
津
町

に
は
自
生
し
て
い
る
こ
と
が
衝
撃

的
で
し
た
。
取
材
を
進
め
て
い
く

中
で
、
地
域
の
人
々
が
河
津
の
特

産
物
と
し
て
広
め
て
い
こ
う
と
活

動
し
て
い
る
様
子
か
ら
ア
マ
ギ
ア

マ
チ
ャ
を
大
切
に
思
う
様
子
が
伝

わ
っ
て
き
ま
し
た
。
そ
ん
な
河
津

の
甘
茶
が
ひ
と
り
で
も
多
く
の
人

に
知
っ
て
も
ら
え
た
ら
う
れ
し
い

で
す
。�

（
a
）

　１月２日、３日に開催された

第102回東京箱根間往復大学

駅伝競走に白馬村出身の花岡寿

哉選手が出場しました。花岡選

手は東海大学の駅伝チームの主

将をつとめ、『花の２区』を力

走しました。各校のエースや、

外国人留学生が多数エントリー

するプレッシャーのかかる区間

を最後まで全力で走り切り、襷

をつなぐ姿は多くの人に感動を

与えてくれる素晴らしい走りで

した。▲花岡選手の力走


